
厚生労働省委託事業「アウトソーシン
グの活用に関するアンケート調査」
（速報）

資料３



概 要
（１） 調査時期

平成２９年７月１１日～平成２９年８月１８日

（２） 調査手法

① パートⅠ 郵送調査

② パートⅡ 郵送調査及びWEB調査

（３） 有効回答数

① パートⅠ ７２９件

② パートⅡ １，４２１件

（４） 設問の構成

① パートⅠ

（３）①のうち、業務の一部を他の企業や個人に委託する「アウトソーシング」について、最

近１年間で、個人である「ワーカー」に業務の一部を発注したことがあると回答した企業（２４

１社）に対して、最近１年間で発注総額が最も多かった業務（※）に係る発注の状況等を調査

（※）「在宅ワークの適正な実施のためのガイドライン」における「在宅ワーク」の定義により近似したものとなるように、情報通信

機器の使用が必須とは想定され難い業務（「宛名書き」、「秘書業務」、「イベント企画・運営業務」、「デザイナー・カメラマン」、

「通訳」）及び「その他」、「無回答」を除いて集計

② パートⅡ

（３）②のうち、「クラウドソーシング会社である」又は「仲介会社である」と回答した企業（１２１

社。うち、クラウドソーシング会社４社、仲介会社１１７社）に対して、実施しているサービスの

状況を調査
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「ワーカー（個人として契約）」との回答が最も多く、「ワーカー（法人として契約）」との
回答と合わせると約８割を占める。

N=241

契約の相手

契約の相手方について

パートⅠ（業務の一部を他の企業や個人に委託する「アウトソーシング」について、「最近１年間で、ワーカー
に業務の一部を発注したことがある」と回答した企業に対して、発注の状況を調査）

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成 2

ワーカー（個人と

して契約）, 61.8%

ワーカー（法人と

して契約）, 17.8%

クラウドソーシン

グ会社, 3.7%

仲介会社, 4.1%

契約は結んでい

ない, 9.5%

その他, 1.2%

わからない, 0.4%

無回答, 1.2%



ワーカーへの仕事の発注を始めた理由は、「専門的業務への対応」との回答が４割弱で最も
多かった。次いで「ワーカーを労働力として確保」、「繁忙期への対応」との回答が多かった。

発注している業務の内容は、「継続的にワーカーに発注している業務である」との回答が５割
超と最も多く、次いで「自社内で対応しきれない場合にのみ発注している」、「単発の業務であ
る」との回答が続く。

ワーカーに仕事の発注を始めた理由

仕事の発注を始めた理由及び頻度について

発注している業務の内容

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成 3

パートⅠ（業務の一部を他の企業や個人に委託する「アウトソーシング」について、「最近１年間で、ワーカー
に業務の一部を発注したことがある」と回答した企業に対して、発注の状況を調査）

N=241 N=241

39.4%

28.2%

14.5%

7.5%

4.1%

2.9%

2.5%

0.4%

0.4%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

専門的業務への対応

ワーカーを労働力として確保

繁忙期への対応

退職者の能力・経験の活用

一時的な業務への対応

人件費の削減

オフィスコストの削減

新規の業務への対応

その他

無回答

継続的にワー

カーに発注して

いる業務であ

る, 54.4%
通常は自社内

で対応している

が、自社内で対

応しきれない場

合にのみワー

カーに発注して

いる業務であ

る, 28.2%

単発の業務で

ある, 16.6%

その他, 0.4%
わからない, 

0.4%



27.8%

2.9%

12.9%

1.7%

40.7%

8.3%

0.0%

5.8%
2.1%

6.6%

10.8%

5.0%

0.8%2.1%2.1%

6.6%

0.4%1.2%
2.9%

10.4%

2.9%

21.2%

10.8%

5.4%

14.9%
11.6%

16.6%
18.3%

16.6%

7.5%7.1%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

N=241

（注）「宛名書き」、「秘書業務」、「イベント企画・運営業務」、「デザイナー・カメラマン」、「通訳」、「その他」、「無回答」を除いて集計

現在、ワーカーに発注している業務で最も多いものは、「アプリやシステム設計・開発、プロ
グラミング」、次いで「Webサイト制作」、「Webデザイン・グラフィック」との回答が続く。

※複数回答

ワーカーに発注している業務内容

ワーカーに発注している業務について①

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成

4

パートⅠ（業務の一部を他の企業や個人に委託する「アウトソーシング」について、「最近１年間で、ワーカー
に業務の一部を発注したことがある」と回答した企業に対して、発注の状況を調査）



ワーカーに発注している業務の予算規模（※）は「50万円以上～100万円未満」との回答が２割
超と最も多く、次いで「100万円以上」「30万円以上～50万円未満」との回答が続く。

発注している業務の予算規模

ワーカーに発注している業務について②

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成
（※）契約１件あたりの金額（単価）（複数のワーカーに発注している場合は、その総額）

5

パートⅠ（業務の一部を他の企業や個人に委託する「アウトソーシング」について、「最近１年間で、ワーカー
に業務の一部を発注したことがある」と回答した企業に対して、発注の状況を調査）
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2.9%

4.1%
3.7%

6.6% 9.1% 6.6% 13.3% 24.1% 16.6% 2.9% 9.1% 0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1万円未満 1万円以上～3万円未満 3万円以上～5万円未満

5万円以上～10万円未満 10万円以上～20万円未満 20万円以上～30万円未満

30万円以上～50万円未満 50万円以上～100万円未満 100万円以上

わからない 答えられない 無回答



ワーカーとのトラブルについて、「トラブルはない」との回答が５割超となっている。トラブルの内
容としては、「仕事の品質」との回答が３割超と最も多く、「仕事の納期」との回答が続く。

トラブルが発生した場合の解決方法は、「ワーカーと直接会って交渉した」との回答が４割弱、
「ワーカーと電話で交渉した」との回答が２割超となっている。（※４割超が無回答）

※複数回答 ※複数回答

トラブルの有無、内容 トラブルが発生した場合の解決方法

トラブルについて

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成
6

パートⅠ（業務の一部を他の企業や個人に委託する「アウトソーシング」について、「最近１年間で、ワーカー
に業務の一部を発注したことがある」と回答した企業に対して、発注の状況を調査）

N=241 N=241

54.4%

24.9%

33.2%

3.3%

3.3%

0.4%

5.0%

2.9%

0.8%

0.0%

1.2%

12.0%

2.9%

2.1%

1.7%

0% 20% 40% 60%

トラブルはない

仕事の納期

仕事の品質

発注量、頻度

報酬額

報酬の支払期日

契約内容や仕様の変更

契約の解除、更新

ワーカー側による情報漏洩、セキュリティ

ワーカーの個人情報の取扱い

著作権等の取扱い

ワーカーとの意思疎通

業務上の事故又は病気

その他

無回答

19.1%

24.9%

36.9%

7.1%

2.5%

3.3%

2.9%

42.3%

0% 20% 40% 60%

ワーカーと電子メールなどで交渉した

ワーカーと電話で交渉した

ワーカーと直接会って交渉した

仲介会社やクラウドソーシング会社を通

じて交渉した

弁護士など第三者を通じて交渉した

特に何もしなかった

その他

無回答



初回契約（発注）時の契約の締結の仕方は、「書面（基本契約書）」との回答が７割弱、「書面（個別
発注書）」との回答が５割弱となっている一方で、「口頭」との回答も１割弱となっている。

継続発注時の契約の締結の仕方は、「書面（個別発注書）」との回答が６割弱と最も多く、次いで「書
面（基本契約書）」、「電子メール」との回答が続く一方で、「口頭」との回答も１割弱となっている。

N=215

【初回契約時】 【継続発注時】

N=215
※複数回答 ※複数回答

契約の締結の仕方

契約について①

（注）契約は結んでいないと回答した企業を除く。

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成 7

パートⅠ（業務の一部を他の企業や個人に委託する「アウトソーシング」について、「最近１年間で、ワーカー
に業務の一部を発注したことがある」と回答した企業に対して、発注の状況を調査）

66.0%

48.8%

15.8%

2.3%

7.4%

2.8%

0.9%

0.9%

8.4%

0% 20% 40% 60% 80%

書面（基本契約書）

書面（個別発注書）

電子メール

専用サイト上で利用規約に同意

口頭

クラウドソーシング会社に任せている

わからない

その他

無回答

21.9%

55.3%

19.1%

2.3%

8.8%

2.3%

1.4%

0.5%

13.5%

0% 20% 40% 60%

書面（基本契約書）

書面（個別発注書）

電子メール

専用サイト上で利用規約に同意

口頭

クラウドソーシング会社に任せている

わからない

その他

無回答



（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成

契約において定めている事項は、「仕事の内容」との回答が最も多く８割を超えており、次いで「報酬の支払時
期」、「報酬の支払方法」との回答の順で多い。一方、「納期に間に合わない場合の取扱い」との回答が最も少
なく４割弱となっており、次いで「利用する機材・システム」、「成果物が不完全だった場合の取扱い」との回答の
順で少ない。

N=215
※複数回答

契約において定めている事項

（注）契約は結んでいないと回答した企業を除く。

契約について②

8

パートⅠ（業務の一部を他の企業や個人に委託する「アウトソーシング」について、「最近１年間で、ワーカー
に業務の一部を発注したことがある」と回答した企業に対して、発注の状況を調査）

67.4%

85.1%

74.0%

67.0%

72.1%

54.0%

82.8%

81.4%

71.6%

78.1%

36.7%

47.9%

53.0%

60.9%

38.1%

57.7%

58.1%

21.4%

3.3%

12.1%

18.6%

11.2%

29.3%

3.7%

5.1%

13.5%

8.8%

42.8%

35.8%

31.6%

22.8%

44.2%

26.5%

25.6%

11.2%

11.6%

14.0%

14.4%

16.7%

16.7%

13.5%

13.5%

14.9%

13.0%

20.5%

16.3%

15.3%

16.3%

17.7%

15.8%

16.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

契約期間

仕事の内容

納期

報酬の総額

報酬の単価

諸経費の取扱い

報酬の支払時期

報酬の支払方法

個人情報の取扱い

機密情報の取扱い

納期に間に合わない場合の取扱い

成果物が不完全だった場合の取扱い

損害が発生した場合の取扱い

成果物に関する著作権など知的財産権の取扱い

利用する機材・システム

契約更新する場合の取扱い

解約する場合の取扱い

あり なし 無回答



報酬額の設定又は提示（相手方から要求があれば交渉）については、発注者（自社）が行うとの回
答が合わせて７割超である一方、ワーカーが行うとの回答が合わせて２割超となっている。

報酬額の算出方法は、「過去の同様の業務を基にした額」との回答が半数を超えており、次いで
「１時間○円等、時間単価を基にした出来高」、「１文字○円等、作業単価を基にした出来高」との
回答が続いている。

ワーカーへの報酬額の決定方法 ワーカーへの報酬額の算出方法

報酬について①

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成
9

パートⅠ（業務の一部を他の企業や個人に委託する「アウトソーシング」について、「最近１年間で、ワーカー
に業務の一部を発注したことがある」と回答した企業に対して、発注の状況を調査）

N=241
N=241

自社が設定する, 
17.0%

自社が提示し、

ワーカーから要

求があれば交渉

する, 55.6%

ワーカーが提示

し、必要があれば

交渉する, 19.5%

ワーカーが設定

する, 1.7%

クラウドソーシン

グ会社や仲介会

社と相談して設定

する, 4.1%

その他, 1.2%

無回答, 0.8%
１文字○円

等、作業単価

を基にした出

来高, 16.2%

１時間○円

等、時間単価

を基にした出

来高, 20.7%

過去の同様の

業務を基にし

た額, 54.4%

その他, 7.5%
無回答, 1.2%



※複数回答（該当するもの３つまで）

ワーカーに対して報酬の算出方法を「示している」との回答が６割超となっている。

報酬額を設定する際に参考とする事項は、「ワーカーの実績・能力」との回答が約６割で最
も多く、次いで「仕事の難易度」、「請負価格、自社の利益」との回答が続く。

ワーカーに対する報酬額の
算出方法の明示

ワーカーに対する報酬額を
設定する際の参考事項

報酬について②

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成 10

パートⅠ（業務の一部を他の企業や個人に委託する「アウトソーシング」について、「最近１年間で、ワーカー
に業務の一部を発注したことがある」と回答した企業に対して、発注の状況を調査）

N=241

N=241

示している, 
63.5%

示していない, 
34.4%

その他, 1.7% 無回答, 0.4%

8.3%

4.6%

1.2%

34.0%

2.1%

1.7%

50.2%

8.3%

61.4%

46.1%

0.4%

24.5%

2.1%

0.8%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

正社員の賃金

パート・アルバイト・契約社員の賃金

派遣労働者の賃金

同業者の地域相場

最低賃金

最低工賃

仕事の難易度

納期の長短

ワーカーの実績・能力

請負価格、自社の利益

物価

ワーカーの希望

その他

特にない

無回答



0.4%

0.8%

0.4%

1.2%

31.1%

12.9%

0.4%

20.7%

25.3%

3.3%

3.3%

0% 20% 40%

応募時点（前入金）

契約時

業務着手時

納品の直後（即日）

検収後１か月以内

検収後２か月以内

検収後２か月より後

請求書が到着してから定められた期間を経過した後

毎月15 日などの決まった日

その他

無回答

（※）クラウドソーシング会社や仲介会社を活用している場合は、クラウドソーシング会社や仲介会社への支払期日

報酬の最終的な支払額の決定時期は、「契約時点」との回答が６割弱と最も多く、次いで
「納品時点」、「検収時点」との回答が続く。
報酬額の支払時期（※）は、「検収後１か月以内」、「毎月15日などの決まった日」、「請求書
が到着してから定められた期間を経過した後」の回答の順で割合が大きい。

ワーカーに対する報酬の
最終的な支払額の決定時期

ワーカーに対する報酬額の
支払時期

報酬について③

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成
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パートⅠ（業務の一部を他の企業や個人に委託する「アウトソーシング」について、「最近１年間で、ワーカー
に業務の一部を発注したことがある」と回答した企業に対して、発注の状況を調査）

N=241 N=241

契約時点, 
57.7%

契約期間内, 
7.1%

納品時点, 
15.8%

検収時点, 
14.9%

その他, 2.9% 無回答, 1.7%



報酬の支払先については、「ワーカーに対して直接支払っている」との回答が９割弱となって
いる。

ワーカーに対する報酬の支払先

報酬について④

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成
12

パートⅠ（業務の一部を他の企業や個人に委託する「アウトソーシング」について、「最近１年間で、ワーカー
に業務の一部を発注したことがある」と回答した企業に対して、発注の状況を調査）

N=241

ワーカーに対

して直接支

払っている, 
89.2%

クラウドソーシ

ング会社に対

して支払って

いる, 4.1%

仲介会社に対

して支払って

いる, 6.2%

無回答, 0.4%



通信費、光熱費については、「全額ワーカーが負担」との回答の割合が５割超と高く、交通費、原
材料費、送料については、「全額発注者が負担」との回答の割合が２割超と比較的高い。

仕事上の諸経費の取扱い

経費の取扱いについて

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成
13

パートⅠ（業務の一部を他の企業や個人に委託する「アウトソーシング」について、「最近１年間で、ワーカー
に業務の一部を発注したことがある」と回答した企業に対して、発注の状況を調査）

N=241

24.9%

15.8%

24.5%

16.2%

23.2%

16.6%

8.3%

9.1%

1.7%

8.3%

36.9%

52.7%

30.7%

51.9%

31.5%

19.5%

20.7%

30.7%

26.1%

32.0%

2.1%

2.5%

5.0%

4.1%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

≪交通費≫

≪通信費（通話料を含む）≫

≪原材料費≫

≪光熱費≫

≪送料≫

全額自社が負担 一部自社が負担 全額ワーカーが負担 決めていない 無回答



10.4%

4.1%

2.9%

5.0%

3.3%

0.4%

4.1%

49.8% 18.3% 1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1万円未満 1万円以上～3万円未満

3万円以上～5万円未満 5万円以上～10万円未満

10万円以上～30万円未満 30万円以上

その他 準備は求めていない

わからない 無回答

ワーカーに対する準備の要求については、「特に求めていない」との回答が５割弱であり、次
いで「情報セキュリティ要件への対応」、「情報通信機器の備え付け」、「ソフトウェアの取得・更
新」との回答が続く。

ワーカーに求める準備にかかる費用については、「準備は求めていない」との回答が５割弱で
あり、費用がかかる回答の中では、「１万円未満」との回答が最も多い。

※複数回答

ワーカーに求める準備の内容 ワーカーに求める準備にかかる費用

ワーカーに求める準備について

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成
14

パートⅠ（業務の一部を他の企業や個人に委託する「アウトソーシング」について、「最近１年間で、ワーカー
に業務の一部を発注したことがある」と回答した企業に対して、発注の状況を調査）

N=241
N=241

48.1%

31.5%

22.4%

22.0%

3.3%

2.1%

1.2%

1.7%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

特に求めていない

情報セキュリティ要件への対応

情報通信機器の備え付け

ソフトウェアの取得・更新

資格の取得

セミナー・研修等の受講

製品やサービスの購入（情報通信機器の備え付

け、ソフトウェアの取得・更新に該当しないもの）

その他

無回答



納期・締切りについては、「ワーカーと相談の上、自社が設定する」との回答が約６割となってお
り、次いで「自社が設定する」との回答が４割弱となっている。

納期・締切りの設定に当たっては、「ワーカーと１日当たりの作業時間や作業可能日数を相談し
た上で設定する」との回答が半数近くを占めており、「１日当たりの作業時間が８時間程度にな
るように納期、締切りを設定する」と「ワーカーが提示する納期、締切りを採用し、設定する」と
の回答がそれぞれ１割超となっている。一方、「他社や他業務との関係から納期、締切りが決
まっており自社は設定しない」との回答も２割弱、「ワーカーの作業時間や作業可能日数は考
慮せずに設定する」との回答も５．０％あった。

納期・締切りの設定方法 納期・締切りの設定に当たっての
ワーカーの作業時間の考慮状況

納期・締切りについて

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成
15

パートⅠ（業務の一部を他の企業や個人に委託する「アウトソーシング」について、「最近１年間で、ワーカー
に業務の一部を発注したことがある」と回答した企業に対して、発注の状況を調査）

N=241 N=241

自社が設定す

る, 37.8%

ワーカーと相

談の上、自社

が設定する, 
60.2%

クラウドソーシ

ング会社や仲

介会社と相談

の上、自社が

設定する, 1.7%

ワーカーが設

定する, 0.0% 無回答, 0.4% 1 日当たりの作

業時間が８時間

程度になるよう

に納期、締切り

を設定する, 
12.9%

ワーカーと1 日
当たりの作業時

間や作業可能

日数を相談した

上で設定する, 
48.1%

ワーカーの作業

時間や作業可

能日数は考慮

せずに設定す

る, 5.0%

ワーカーが提示

する納期、締切

りを採用し、設

定する, 12.0%

他社や他業務と

の関係から納

期、締切りが決

まっており、自

社は設定してい

ない, 17.4%

その他, 2.9% 無回答, 1.7%



継続的に業務を発注しているワーカーに対して
取引の停止をする際の通告方法

取引を停止する際の通告方法は、「取引を停止したことがない」との回答が４割超を占めている一
方で、停止する回答の中では、「停止の１か月以上前に予告して停止する」との回答が３割超で最も
多い。

取引の停止について

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成
16

パートⅠ（業務の一部を他の企業や個人に委託する「アウトソーシング」について、「最近１年間で、ワーカー
に業務の一部を発注したことがある」と回答した企業に対して、発注の状況を調査）

N=241

5.0%

1.7%

7.1%

34.9%

43.6%

3.3%

4.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

予告せずに停止する

停止の1 日～9 日前に予告して停止する

停止の10 日～1 か月前に予告して停止する

停止の1 か月以上前に予告して停止する

取引を停止したことがない

その他

無回答



ワーカーの業務上の情報管理体制に関して定めるルールの内容としては、「データ・書類等の管理」
との回答が７割弱となっており、次いで「パソコン等のセキュリティ対策」、「誓約書等の提出」との回
答が続く。

※複数回答

ワーカーの業務上の情報管理体制に関するルールの内容

情報管理体制に関するルールについて

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成
17

パートⅠ（業務の一部を他の企業や個人に委託する「アウトソーシング」について、「最近１年間で、ワーカー
に業務の一部を発注したことがある」と回答した企業に対して、発注の状況を調査）

N=241

68.0%

58.5%

46.1%

36.9%

32.4%

21.2%

10.8%

0.4%

12.9%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

データ・書類等の管理（保管・複製・印刷の可否・廃棄・施錠）

パソコン等のセキュリティ対策

誓約書等の提出

業務で使用する機材等の外部への持ち出しルールの設定

使用機器・ソフトの仕様

作業スペースの管理、指定

違反時の違約金の支払い

その他

特にない

無回答



46.5%

30.3%

14.5%

7.9%

19.5%

7.5%

1.2%

0.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

相談があれば個別に対応している

病気等があった場合には報告する

ことになっている

定期的に把握している

定期的に健康診断の受診を勧奨し

ている

把握していない

わからない

その他

無回答

実施している, 
4.1%

実施していな

い, 94.6%

わからない, 
0.8%

無回答, 0.4%

ワーカーの健康状態の把握状況については、「相談があれば個別に対応している」との回答が５
割弱、「病気等があった場合には報告することになっている」との回答が約３割となっている一方
で、「把握していない」との回答も２割弱となっている。
ワーカーのための健康診断は、「実施していない」との回答が９割超となっている。

※複数回答

ワーカーの健康状態の把握状況 ワーカーのための健康診断の実施の有無

健康確保措置について①

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成

【実施している内容】

※複数回答
N=10

18

パートⅠ（業務の一部を他の企業や個人に委託する「アウトソーシング」について、「最近１年間で、ワーカー
に業務の一部を発注したことがある」と回答した企業に対して、発注の状況を調査）

N=241

N=241

一般の健
康診断

60.0%

人間ドック 30.0%
その他 10.0%
無回答 10.0%



ワーカーの健康確保についての考え方は、 「ワーカーとの関係（取引の継続期間等）にかかわら
ず配慮する必要がある」との回答 が２割弱、「ワーカーとの関係（取引の継続期間等）によっては
配慮する必要がある」 との回答が４割弱になっている一方で、「基本的にワーカーの自己責任で
あり、自社において配慮する必要はない」との回答が約４割となっている。

ワーカーの健康確保についての
考え方

健康確保措置について②

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成
19

パートⅠ（業務の一部を他の企業や個人に委託する「アウトソーシング」について、「最近１年間で、ワーカー
に業務の一部を発注したことがある」と回答した企業に対して、発注の状況を調査）

N=241

基本的にワー

カーの自己責

任であり、自社

において配慮

する必要はな

い, 41.1%

ワーカーとの

関係（取引の

継続期間等）

によっては配

慮する必要が

ある, 38.6%

ワーカーとの

関係（取引の

継続期間等）

にかかわらず

配慮する必要

がある, 16.6%

その他, 2.1% 無回答, 1.7%



ワーカーからの苦情や問い合わせに対応するための担当者等の配置について、「個々の業
務担当者が対応」との回答が６割超、「専任担当者を配置」との回答が１割超となっている一
方で、「特に配置していない」との回答が２割超となっている。

ワーカーからの苦情や問合せに対応するための担当者等の配置の明示について、「契約の
時点で説明」との回答が３割超、「契約書に明記」との回答が１割弱となっている一方で、「特
に明示していない」との回答も３割弱となっている。

N=185

（注）「専任担当者を配置」又は「個々の業務担当者が対応」
と回答した企業が対象

ワーカーからの苦情や問い合わせに対応するための
担当者等の配置の有無

ワーカーからの苦情や問い合わせに対応するための
担当者等の配置の明示

苦情・相談対応について

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成
20

パートⅠ（業務の一部を他の企業や個人に委託する「アウトソーシング」について、「最近１年間で、ワーカー
に業務の一部を発注したことがある」と回答した企業に対して、発注の状況を調査）

N=241

専任担当者を

配置, 13.7%

個々の業務

担当者が対

応, 63.1%

特に配置して

いない, 22.8%

無回答, 0.4%

契約の時点で

説明, 34.1%

契約書に明

記, 9.2%

ワーカーから

求められれば

説明, 24.3%

特に明示して

いない, 29.2%

無回答, 3.2%



最近１年間でのクラウドソーシング会社や仲介会社を活用した自社の業務の一部の発注状況

（※）について、「どちらも活用したことはない」との回答が約７割で最も多かった。次いで「仲介会社
のみ活用したことがある」、「クラウドソーシング会社のみ活用したことがある」との回答が続く。

仲介事業者（クラウドソーシング会社、
仲介会社）の活用状況

仲介事業者（クラウドソーシング会社、仲介会社）の活用状況について

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成

21

パートⅠ（業務の一部を他の企業や個人に委託する「アウトソーシング」について、「最近１年間で、ワーカー
に業務の一部を発注したことがある」と回答した企業に対して、発注の状況を調査）

N=241

クラウドソーシ

ング会社のみ

活用したことが

ある, 8.3%

仲介会社のみ

活用したことが

ある, 13.7%

両方活用した

ことがある, 
5.8%

どちらも活用し

たことはない, 
70.1%

わからない, 
1.7%

無回答, 0.4%

（※）最近１年間の発注総額が最も多かった業務以外の発注状況も含む。



仲介事業者（クラウドソーシング会社、仲介会社）の今後の活用意向

仲介事業者の活用意向（※）は、クラウドソーシング会社については、「活用するつもりは
ない」との回答が最も多く５割弱であった。次いで「わからない」、「活用するか検討中（検
討したい）」との回答が続く。

仲介会社については、「活用するつもりはない」との回答が最も多く４割超であった。次い
で「わからない」、「活用したい」との回答が続く。

【クラウドソーシング会社】 【仲介会社】

仲介事業者の今後の活用意向について

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成

22

パートⅠ（業務の一部を他の企業や個人に委託する「アウトソーシング」について、「最近１年間で、ワーカー
に業務の一部を発注したことがある」と回答した企業に対して、発注の状況を調査）

N=241 N=241

積極的に活用

したい, 5.4%
活用したい, 

10.0%

活用するか検

討中（検討し

たい）, 12.4%

活用するつも

りはない, 
48.5%

わからない, 
20.7%

無回答, 2.9%
積極的に活用

したい, 5.8%

活用したい, 
16.2%

活用するか検

討中（検討し

たい）, 13.3%
活用するつも

りはない, 
42.7%

わからない, 
22.0%

（※）最近１年間の発注総額が最も多かった業務以外の業務における活用意向も含む。



最近１年間で発注総額が最も多かった業務の発注方法については、「ワーカーに「直接」発注
している」との回答が９割弱と最も多く、次いで「仲介会社を通じて発注している」、「クラウド
ソーシング会社を通じて発注している」との回答が続く。

最近１年間で発注総額が最も多かった業務の発注形態

最近１年間で発注総額が最も多かった業務の発注方法について

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成
23

パートⅠ（業務の一部を他の企業や個人に委託する「アウトソーシング」について、「最近１年間で、ワーカー
に業務の一部を発注したことがある」と回答した企業に対して、発注の状況を調査）

N=241

ワーカーに「直

接」発注してい

る, 86.7%

クラウドソーシ

ング会社を通

じて発注してい

る, 3.3%

仲介会社を通

じて発注してい

る, 5.8%

わからない, 
1.2%

その他, 0.8% 無回答, 2.1%



仲介事業者を活用する際の手数料は、「支払っている」との回答が６割弱となっている一方
で、「支払っていない」との回答が２割超となっている。
手数料の発注額に占める割合は、「５％以上～10％未満」との回答が４割弱で最も多い。次
いで「10％以上～15％未満」との回答が続く。

N=67

N=40

（注１）「①クラウドソーシング会社のみ活用したことがあ
る」、「②仲介会社のみ活用したことがある」または「③両方
活用したことがある」と回答した企業が対象

（注２）クラウドソーシング会社や仲介会社の場合は、自社
が手数料や紹介料を徴収しているかについて

（注）手数料を「支払っている」と回答した企業が対象

仲介事業者を活用する際の
手数料の支払い状況

手数料の発注額に占める割合

仲介事業者の手数料について

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成
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パートⅠ（業務の一部を他の企業や個人に委託する「アウトソーシング」について、「最近１年間で、ワーカー
に業務の一部を発注したことがある」と回答した企業に対して、発注の状況を調査）

支払っていな

い, 23.9%

支払っている, 
59.7%

わからない, 
6.0%

その他, 1.5%
無回答, 9.0%

12.5% 37.5% 17.5%

5.0%

5.0%

5.0%

5.0%

10.0%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5%未満 5%以上～10%未満 10%以上～15%未満

15%以上～20%未満 20%以上～25%未満 25%以上～30%未満

30%以上～35%未満 35%以上 その他

無回答



募集の際の明示内容は、「仕事の内容」との回答が８割超と最も高く、次いで「報酬額」、「契約
期間」との回答が続く。

発注者に対して募集の際に情報として明らかにすべき事項について、あらかじめ「定めてい
る」との回答が５割超である一方で、「定めていない」との回答が３割超となっている。

N=121
※複数回答

募集の際の明示内容

パートⅡ（クラウドソーシング会社や仲介会社で実施しているサービスの状況について調査）

募集の際の明示について

募集の際に情報として明らかにすべき事項の
発注者に対する定めの有無

定めている, 
53.7%定めていな

い, 31.4%

その他, 
2.5%

無回答, 
12.4%

N=121

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成
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83.5%

66.9%

63.6%

55.4%

33.9%

12.4%

4.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

仕事の内容

報酬額

契約期間

必要なスキル・資格

発注者名

無回答

その他



発注する側（企

業等）からのみ

受け取っている, 
35.5%

受注する側（個

人・ワーカー）か

らのみ受け取っ

ている, 12.4%
両方から受け

取っている, 
2.5%

受け取っていな

い, 35.5%

その他, 1.7%

無回答, 12.4%

手数料・紹介料（以下「手数料等」という。）の徴収の有無及び徴収先については、「発注する
側からのみ受け取っている」と「受け取っていない」との回答がそれぞれ35.5％と多く、「受注す
る側からのみ受け取っている」との回答が続く。

ワーカーからの手数料等の徴収方法は、「発注者から自社経由でワーカーに支払われる報酬
から差し引く」との回答が、100％となっている。

N=121

手数料等の徴収の有無及び徴収元

N=15

（注）「受注する側からのみ受け取っている」と
回答した企業が対象

ワーカーからの手数料等の徴収方法

手数料について①

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成

発注者から
自社経由で
ワーカーに支
払われる報
酬から差し引
く。 100.0%
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パートⅡ（クラウドソーシング会社や仲介会社で実施しているサービスの状況について調査）



手数料等の額の決定方法は、「報酬の一定割合」、「その都度、発注する側と話し合って決める」
との回答が２割超で続き、次いで「あらかじめ決められた固定額」、「その都度、受注する側と話し
合って決める」との回答が１割超で続く。

手数料等については、あらかじめ明らかに「している」との回答が３割弱となっている一方で、「し
ていない」が５割弱となっている。

N=121

あらかじめ決

められた固定

額, 13.2%

報酬の一定割

合, 22.3%

その都度、発

注する側と話

し合って決め

ている, 21.5%

その都度、受

注する側と話

し合って決め

ている, 12.4%

その他, 12.4%

無回答, 18.2%

手数料等の額の決定方法

手数料について②

N=121

している, 
26.4%

していない, 
46.3%

その他, 9.9%

無回答, 
17.4%

手数料等の額の事前明示

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成
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パートⅡ（クラウドソーシング会社や仲介会社で実施しているサービスの状況について調査）



ワーカーに対する報酬の支払については、「自社がワーカーに対し支払う」との回答が約75％と最
も多く、次いで「発注者から直接ワーカーに対し支払われる」との回答が続く。

ワーカーに対する報酬の支払方法は、「口座振込」との回答が８割超となっており、「現金」との回
答が５％となっている。

N=121

発注者から

直接ワーカー

に対し支払わ

れる, 6.6%

自社がワー

カーに対し支

払う, 75.2%

その他, 5.0%

無回答, 
13.2%

ワーカーに対する報酬の支払ルート

報酬の支払について

N=121

現金, 5.0%

口座振込, 
81.0%

ポイント付

与, 0.0%

その他, 
1.7%

無回答, 
12.4%

ワーカーに対する報酬の支払方法

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成
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パートⅡ（クラウドソーシング会社や仲介会社で実施しているサービスの状況について調査）



69.4%

8.3%

5.8%

3.3%

4.1%

6.6%

17.4%

0% 20% 40% 60% 80%

トラブル解決のための交渉等を行う

弁護士等の専門家を紹介する

相談窓口の設置

違反報告システムの整備

何もしない

その他

無回答

発注者とワーカーのトラブルへの対応については、「トラブル解決のための交渉等を行う」との回
答が７割弱と最も多い一方で、「何もしない」との回答も約４％あった。

N=121
※複数回答

発注者とワーカーとの間のトラブルへの対応

トラブルへの対応について

（出所）厚生労働省委託事業「アウトソーシングの活用に関するアンケート調査」（速報）をもとに雇用環境・均等局作成
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パートⅡ（クラウドソーシング会社や仲介会社で実施しているサービスの状況について調査）


